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研究成果の概要（和文）： 
狩猟採集を主な生業とした縄文時代、動物は人間にとって重要な食料資源であり、また道具

の素材としても利用されるなど密接なかかわりを持っていた。獲得した資源の産地を知ること

ができれば、人間の移動や生業域、あるいはものの交易ルートが明らかになると考え、理化学

的な分析手法をもちいて産地推定を行った。関東、東海、中国、九州地方で、それぞれ複数の

遺跡で分析を行った結果、遺跡によって資源を獲得した場所（漁撈・狩猟域）が異なった可能

性やその範囲を推定することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Hunting and gathering was main subsistence in the Jomon period. Animals are used as 
an important food resource and also tool, and had a close relationship with human. 
If we can identify the origin of the resources, we can get to know the human migration 
and living area or trade route. I tried to identify the origin of animal remains by 
the chemical analysis techniques. In the Kanto, Tokai, Tyugoku and Kyusyu region, 
the results of their analysis of the sites in each region, I pointed out that hunting 
or gathering area is different in each site and was able to estimate the range. 
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１．研究開始当初の背景 
 動物遺存体研究は、どんな動物をどのくら
い利用していたかを調査し、生業活動や動物
資源利用の様相が論じられることが多く、複
数の遺跡間で比較されることはあまり多く
ない。出土する部位に注目して、遺跡によっ
てその比率の相違を指摘し、動物資源の運搬
や遺跡の機能を検討することなどへの発展

もみられる。また、骨角器の素材としても利
用された動物の骨は、成品の器種構成や製作
方法などの視点を中心に研究がすすめられ、
動物遺存体資料のなかに含まれる未成品や
製作工程で残された痕跡を、骨角器と関連づ
けて観察されることも少数にとどまる。 
 日常の食料として、また道具の素材として
利用された動物遺存体は、人によって運搬さ



れ移動する。もしその産地を明らかにするこ
とができれば、人の生業活動や移動の範囲を
理解することができる。しかし、動物遺存体
は、形態によって種や部位は判断できるが、
その生息域を明らかにすることはできない。
以上のことから、動物遺存体の産地（生息地）
を明らかにする手法を確立することによっ
て、動物資源利用をとおして獲得した文化や
技術の伝達および交流研究を深めたいと思
うに至った。 
 
２．研究の目的 
 前述した背景や契機から、縄文時代の生業
活動をとおして獲得した文化や技術の伝達
およびその広がり（生業・交流圏）がどのよ
うなものであったかを、人間と動物との関わ
りあいから明らかにすることを本研究の目
的として設定した。その具体的なアプローチ
として、魚類や哺乳類などの動物遺存体の表
面に残された解体痕や加工痕などの、人間に
よって意図的に残された痕跡から、解体・調
理方法の発達や食文化の地域性などの動物
資源利用の実態を明らかにすること、また、
動物遺存体の産地を推定することによって、
人間の生業活動域や動物資源の運搬・交易ル
ートを明らかにすることである。動物遺存体
の産地を明らかにする方法を確立すること
は、動物遺存体がもつ情報が人間の移動や文
化の伝達の歴史およびその地域性について
考察を深めることを可能とし、日本列島の交
流・流通研究のより具体的な追究に役立つも
のになると期待される。これは日本国内に限
らず世界でも、またあらゆる時代に適応でき
る新しい研究視角となる。 
 
３．研究の方法 
（１）方法の概要 
 研究の目的を達成するために、大きく以下
２つの視点で分析する。まず、動物遺存体の
出土状況を把握するため、縄文時代の出土デ
ータを収集し、必要な資料においては打割痕
や加工痕などの人為的な痕跡の観察をおこ
なう。また、狩猟・採集域などの生業圏を明
らかにするため、動物遺存体の産地を推定す
る方法のひとつとして貝類と陸生哺乳類の
歯（エナメル質）のストロンチウム同位体分
析を行う。以上の２つの分析視点から得られ
た情報に加えて、漁撈域を明らかにするため
に海産魚類の産地推定の方法としてこれま
でに実施してきた炭素・窒素同位体分析の結
果も加味し、縄文時代における動物資源の利
用の実態、すなわち生業活動の範囲や遺跡間
の交流の有無などを明らかにし、動物との関
わりあいのなかで獲得した文化や技術、さら
にはそれを伝達した交流の展開について読
み解くものである。 
 

（２）ストロンチウム同位体分析の原理 
 同位体分析は、地球化学や生態学において
さまざまな視点で利用されているが、考古学
研究においては、炭素と窒素の同位体比を利
用して、人の食性解析やイノシシとブタの判
別研究などが行われている。人やイノシシ類
の骨や筋肉などのタンパク質を構成する炭
素と窒素の同位体比が、摂取した食物のタン
パク質の同位体比を反映することを利用し
たものである。海産魚類の炭素・窒素同位体
分析によって魚類の産地を明らかにし、漁撈
域について議論する研究も進められている。 

本研究で注目したストロンチウム（以下
Sr）同位比は、岩石や鉱物のもつルビジウム
87（放射壊変でストロンチウム 87 になる）
の存在度や形成された年代によって地質の
Sr 同位体比（87Sr/86Sr）が異なり、その同位
体比は同一生態系内で同じ値をもつことを
利用するものである。同一地質内を流れる川
の水やその水を吸い上げて成長する植物、ま
たその植物を食べる動物は、ほぼ同じ同位体
比をもつことを利用して、遺跡に持ち込まれ
た動物の生息域と遺跡との関係を考察する。 

また、Sr はカルシウムと挙動が似ているた
め、土壌に埋蔵されたことにより、骨に含ま
れる Sr は、続成作用によってカルシウムと
置き換わり、その量が変化してしまう。一方、
歯のエナメル質は、緻密で硬組織な構造をし
ているため、カルシウムに置き換わることが
ほとんどなく、形成時の値を保持していると
されるため、分析対象として有効な資料であ
る。 
 

４．研究成果 
（１）出土動物遺存体の地域性 
 日本列島における動物利用の様相を把握
するため、各地の主要な遺跡から出土した動
物遺存体の種類について調査を行った。その
結果を地域別に比較したところ、哺乳類につ
いては、北海道と奄美沖縄で非常に異なる特
徴を示した。主成分分析によって特徴を抽出
したところ、主成分一軸（PC1）は様々な陸
生哺乳類と正の相関をもち、海生哺乳類やウ
シ・ウマなどの家畜種と負の相関をもってい
た（図１）。また、主成分二軸（PC2）は、オ
ットセイやアシカなどの鰭脚類と正の相関
を持ち、イノシシと海生哺乳類のなかでもジ
ュゴンに負の相関を示した。これらのことか
ら、北海道では、オットセイやアシカなどの
鰭脚類の利用が顕著で、奄美沖縄ではジュゴ
ンとイノシシを利用したという特徴を抽出
することができる。また、本州に位置する遺
跡においても、山間部や内陸部の遺跡ではイ
ノシシやニホンジカなどの大型哺乳類への
依存度が高かったことも読み取ることがで
きる。 
 また、魚類についても地域によって違いが



認められた。PC1 は、ブダイやフエフキダイ
などのサンゴ礁内外に生息する魚種と正の
相関を持ち、沿岸内海や外海の魚種に負の相
関を示している。また PC2 は、マダイやクロ
ダイ属などのタイ科に正の相関を持ち、サ
ケ・マス類などの寒海系の魚種に負の相関を
持つことが示された（図２）。魚類において
も、北海道と東北、奄美沖縄などの遺跡の性
格や立地によって、利用した主な魚種が異な
ることを確認することができた。 
 以上のことから、遺跡出土資料を比較する
ことで、当時日本列島に生息した動物相の違
いを明確に示したとともに、動物資源利用に
は地域差があったことを指摘することがで
きる。 

(図１)出土哺乳類の主成分分析による遺跡分布 

(図２)出土魚類の主成分分析による遺跡分布 

 
（２）解体痕 
 イノシシやニホンジカに残る解体痕を観
察した結果、その多くは動物を解体する際、
すなわち川を剥いだり、関節を外したり、筋
肉を骨から取り除くなどの行為によって、刃
物があたる場所につくことを確認すること
ができた。これらの特徴に、遺跡による差異
は認められなかった。 
 また、打割痕においても、骨の中の骨髄を
取り出すため、あるいは骨角器製作のために
打ち割られたと考えられるもので、多くの遺
跡資料で同様な場所に確認することができ
た。遺跡から出土する骨角器の素材となって
いる部位で破砕の度合いが大きいのが特徴

といえる。 
 

 

 
 
 
 
 
(図３)哺乳類に残る人為的な痕跡の場所 
 
 さらに、マダイやスズキなどの魚類に残る
解体痕についても観察したが、縄文時代の資
料においては、ほとんど確認することができ
なかった。ただし、中世以降の遺跡資料では、
調理・解体方法を示す痕跡が多く確認するこ
とができる。哺乳類についても、打ち割るも
のより鋭い刃物で切り取るあるいは切断し
て素材を得るように変化しているのがわか
る。 
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（３）ストロンチウム同位体分析の結果 
①中国地方における狩猟域の検討 
 中国地方の山間部に位置する洞窟遺跡（帝
釈峡遺跡群内の複数遺跡を対象とした。ここ
では帝釈観音堂洞窟遺跡の結果について報
告する）と沿岸部の貝塚（彦崎貝塚、南方遺
跡の分析を実施した。ここでは彦崎貝塚の結
果を報告する）出土資料を用いて狩猟域につ
いて検討した。主要な狩猟対象動物であった
ニホンジカとイノシシの歯のエナメル質と
遺跡周辺の現生植物の Sr 同位体分析を行っ
た。遺跡に持ち込まれた動物の値と周辺の同
位体比を比較することで、どの範囲に生息し
ていた動物を獲得したのかを明らかにしよ
うとするものである。現生植物の採取におい
ては、大きな地形の壊変（盛土や埋め立てな
ど）がないであろう場所の選択に努めた。 
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 分析の結果、帝釈観音堂洞窟遺跡と彦崎貝
塚のニホンジカとイノシシの同位体比は異
なる値を示し、両遺跡の狩猟場所が異なって
いた可能性が指摘できる（図４・５）。これ
らのことから、それぞれの遺跡周辺で狩猟を
行い、両遺跡間での動物資源の運搬や交換の
可能性は低いことが示唆される。彦崎貝塚は
遺跡の形成時は島嶼部であったため、主に島
内で生業活動を行っていたと推測される。 
 ｶﾜﾆﾅ ﾆﾎﾝｼﾞｶ ｲﾉｼｼ 植物

 
 
 
 
 
            (図４)帝釈観音堂 
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分析の結果 
 (図７)房総半島周辺遺跡出土ニホンジカの Sr 同

位体分析の結果(円内が同一遺跡) ②東海地方における狩猟域の検討 
 渥美半島の中ほど三河湾に面する吉胡貝
塚出土のニホンジカとイノシシを資料とし
て狩猟域の検討を行った。 

 
 
 

 分析の結果、出土資料の同位体比は、多く
が遺跡周辺および半島東部の内陸の値を示
し、遺跡北部の岡崎平野や三河方面の値を持
つ個体は確認できなかった（図６）。これら
のことから、吉胡貝塚に持ち込まれたニホン
ジカやイノシシは、半島の基部から先端にか
けて生息していた個体と考えられ、10～20 ㎞
四方の範囲が狩猟域であったと推測される。 
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 (図８)房総半島周辺遺跡出土イノシシの Sr 同位

体分析の結果(円内が同一遺跡)  
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期）と佐賀平野に位置する東名遺跡（縄文早
期）出土の哺乳類資料と遺跡周辺の植物の分
析を行った。両遺跡は、形成時期が異なり、
直線距離にして約 70 ㎞離れているため、直
接交流を行った可能性は低い距離であるが、
ここでは同一の図で結果を示した（図９）。 
 黒橋貝塚の資料は 0.705 から 0.708 の値を
示し、約 20 ㎞離れた阿蘇地域まで狩猟に出
向いた可能性がある。また、0.708 以上の値
は含まれないことから、佐賀平野の同位体比
が高い値の地域に出向くことはなかったこ
とも同位体分析の結果が示しているといえ
る。東名遺跡では、0.7065 以下の値と 0.709
以上の値が含まれていないことからそれら
の値をもつ地域での活動は活発でなかった
ことが指摘できる。 

(図６)吉胡貝塚出土哺乳類と現生植物の Sr 同位

体分析の結果 

 
③房総半島周辺における狩猟域の検討 
 房総半島周辺に位置する縄文時代後・晩期
を主体とする複数の遺跡資料を対象に分析
を行った。ただし、植物サンプルの採取は終
了したが、本報告をまとめるに際し、すべて
の植物の結果を提示できなかったため、ここ
では動物遺存体の値のみを報告する。  

  Sr 同位体比は、0.7056 から 0.7074 の間の
値を示すが、遺跡によってまとまった値を持
っていることがわかり、房総半島においても
遺跡によって狩猟域が異なっていた可能性
や、近隣に位置する遺跡において物資の交換
や交流が行われていた可能性が示唆される
（図７・８）。今後、植物の分析値と比較す
ることによって、より具体的な狩猟域や遺跡
間交流などの議論が深まることが期待され
る結果が得られたといえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 0.704

0.705

0.706

0.707

0.708

0.709

0.710

0.711

黒橋ｼｶ 黒橋ｲﾉｼｼ 東名ｼｶ 熊本植物 佐賀植物

 
④九州地方における狩猟域の検討 (図９)九州出土哺乳類と現生植物の Sr 同位体分

析の結果  熊本平野に位置する黒橋貝塚（縄文中・後 



（４）まとめと同位体分析の可能性 
 以上のように、Sr 同位体分析によって、日
本列島各地域の縄文時代の狩猟域について
検討を行った。対象としたいずれの地域にお
いても、ニホンジカとイノシシは遺跡周辺の
値を示し、また近隣の遺跡間の値を比較する
ことで活動域の差や交流の有無についても
言及することができた。Sr同位体分析が、狩
猟域や生業域を解明する方法のひとつとし
て有効であることを示す日本で最初の研究
成果を出すことができたといえる。 
 また、炭素・窒素同位体分析による魚類の
産地推定においても、瀬戸内海か日本海か、
また内湾か外洋かを判断する指標として有
効な結果が得られており、同位体分析はこれ
までの動物考古学の研究では明確に示すこ
とができなかった情報を提供してくれるも
のといえる。動物遺存体の同位体分析は、動
物資源利用の様相を具体的に明らかにし、人
間の移動や交流域の解明に役立てることが
できる新たな可能性をもつ研究視点として
期待できる。 
 
（５）今後の課題 
 遺跡出土動物遺存体の出土内容を比較す
ることによって、動物資源利用の地域差や時
代的な変遷を確認することができた。これは、
個々の遺跡の動物遺存体の精度の高い採集
と報告はもちろん、データの蓄積と比較によ
る検討によって重要な情報が得られること
をあらためて指摘するものとなった。今後は、
日本列島における動物資源利用の変遷につ
いて注視し、地域ごとの時期的な変化につい
ても追究していく必要がある。 
 また、動物資源利用の解明において、その
獲得範囲を明らかにして、ものの運搬やひと
の交流の具体的議論を可能にするため、哺乳
類資料の Sr 同位体分析を実施し、その有効
性については複数地域の遺跡を対象として
示すことができた。しかし、ここで結果を提
示できなかった資料を加えることによる再
検証や、さらに対象地域を広げた地域性の検
討などの課題が生じた。地域については、北
海道や奄美・沖縄諸島など、動物資源が海を
渡ったのかどうかを明らかにすることがで
きるかを追究していきたい。 

研究開始当初は、海産貝類の産地推定の方
法としてストロンチウム同位体分析と炭素
14 年代測定を実施する計画であったが、本研
究を遂行するなかで新たな手法によって実
施するほうが望ましいという見解に至り、次
なる新しい研究視角として研究を発展継続
することとした。 
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